
前回審議時における委員からのご意見（概要） 

方法書段階における住民説明会 

ご意見 事務局説明 

（吉田委員） 

札幌市で新しい事業をするときに、様々なメディ

アを通して、場所や時間を限らないで見せるよう

な広報をやっている。 

（住民説明会だけでなく）幅広く住民の方が案件

についてアクセスできるということも必要であ

る。 

●方法書の内容の周知方法について 

 

新聞にて公告後、事業者事務所、市役所、区役

所、環境プラザ等にて縦覧（紙）（条例規定） 

・ホームページ（運用） 

・広報さっぽろ（運用）＊事業者が市の場合 

・報道機関へ情報提供（運用） 

 

関係地域内での説明会の実施（条例） 

 縦覧（電子）（条例） 

 要約書の作成（条例） 

 

○その他の周知方法について技術指針の審議の際

に検討したい。 

（その他の方法（例）） 

・新聞の折り込み広告に図書の概要を掲載 

（遠井委員） 

住民説明会や公聴会は、法の趣旨としては対面的

なコミュニケーションで相互に口頭でやりとりを

することを重視する趣旨だと思う。わかりやすい

広報とは別に必要だということだと思う。 

 

（遠井委員） 

住民説明会の周知の方法を市の広報紙だけではな

く、ホームページやその他の方々が知りえる状況

で通知することも検討してほしい。 

●準備書説明会の周知方法について 

 

・新聞公告（条例規定） 

・ホームページ（運用） 

・関係区役所等でのチラシの配布（運用） 

・報道機関への情報提供（運用）   

・広報さっぽろ（運用）＊事業者が市の場合 

 

●方法書説明会の周知方法について 

新聞公告（準備書と同様に）（条例規定） 

 

○現在、運用で行っている方法、その他の方法の

検討について、技術指針等での明文化も含めて、

技術指針の審議の際に検討したい。 
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方法書段階における審議会関与 

ご意見 事務局説明 

（村尾委員） 

今回の改正の方向はできるだけ前を重たくするも

のであると理解している。 

 

 

事業の早い段階における環境配慮を図るため、法

の改正と併せて「配慮書」手続きの導入を検討し

ています。 

ご意見を踏まえて、配慮書段階での審議会の関与

につきましても、次回以降の審議会にてご意見を

いただきたいと考えております。 

（村尾委員） 

方法書段階で私たちが会議を開いて、内容につい

て検討し、住民に対してどういうことを示すのだ、

こういうことを環境保全目標として環境アセスメ

ントをやっていきたいということをきちっと示す

ことが非常に重要だと思います。 

 

アセス図書のインターネット公表について 

意見 事務局説明 

（佐藤委員） 

アセス図書が載せられますと見た人は（インター

ネットで）何か意見を言いたくなります。これは

どういうことが前提になっているのでしょうか。 

 

意見募集は市長が行っており、意見提出方法は、

条例上の規定はありません。 

現在までの案件では以下の方法 

・郵送、ＦＡＸ、持参 

 

Ｅメールによる提出方法を加えることは可能。 

より使いやすい入力フォームについては、技術的

なことも含めて検討いたします。 

 

 

わかりやすい公表の方法について技術指針の審議

の際に検討したい。 

（吉田委員） 

アセス図書をただ公表するたけではなくて、ウェ

ブ上でどういう形で市民が読めるようにするか。

それについて意見を書き込むときに、特殊なとこ

ろを探して、そこからアクセスするのではなく、

割とセットになって出てくるようにすると、市民

の方もわかりやすく意見が言えるのではないか。 

（村尾委員） 

（アセス図書の公表は）できるたけわかりやすい

形にして、形だけの公表にならない工夫をみんな

で考えていかなければならないと思います。 

 

 

 

 

 

配慮書審議の際にも検討 

現行 
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